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平成２８年度第２回教育研究評議会議事録 

 

日  時  平成２８年４月２０日（水）１４：３０～１６：０５ ＴＶ会議 

場  所  事務局棟５階大会議室、Ｓ－Ｐｏｒｔ３階会議室 

出席者 伊東幸、石井、木村、東郷、前田、丹沢、伊東暁、澤渡、鈴木滋、今野、寺

村、菅野、谷、酒井、西原、塩尻、佐古、中山、河合、鳥山、平岡、恒川、

朴、澤田の各評議員 

欠席者 加藤委員（坂本副学部長代理出席）、原委員（齋藤研究部長代理出席）、三

村委員（早川教授代理出席） 

陪席者  鈴木庸監事、阿部学長補佐 

 

     

Ⅰ 前回議事録の承認について 

    平成２８年度第１回臨時教育研究評議会議事録（案）を原案どおり承認した。 

 

 

Ⅱ 審議事項 

  １ 静岡大学個人情報管理規則の一部改正について 

      前田委員から、独立行政法人等の保有する個人情報の適切な管理のための措

置に関する指針の改正に伴う静岡大学個人情報管理規則の一部改正について、

資料１により提案があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

  ２ 静岡大学事故処理要項の一部改正について 

      丹沢委員から、題名を「静岡大学の構内における事故及び事件の処理に関す

る要項」に改正し、その他所要の改正をするため、静岡大学事故処理要項の一

部改正について、資料２により提案があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

   なお、議長から、本要項を教職員に周知し、事故等が発生した場合は本要項

により迅速に対応するように依頼があった。 

 

  ３ 静岡大学情報システム運用基本規則の一部改正について 

      東郷委員から、体制等の基本的な事項を本規則中に定め、その他所要の改正

をするため、静岡大学情報システム運用基本規則の一部改正について、資料３

により提案があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

  ４ 静岡大学防火管理規則の一部改正について 

      前田委員から、静岡大学事故処理要項の一部改正に伴う所要の改正をするた

めの、静岡大学防火管理規則の一部改正について、資料４により提案があり、

審議の結果、原案どおり承認した。 

   塩尻委員から、第３条の部局の定義にグリーン科学技術研究所が規定されて

いないが、別表第１に規定する理学部の管理地域の中に、グリーン科学技術研

究所の部分も含まれるのかとの質問があり、前田委員から、地域ごとに管理す

るため別表第１に規定するとおり理学部で管理するように依頼があった。 

   また、小林財務施設部長から、グリーン科学技術研究所は、理学部の大谷総

合研究棟、遺伝子実験棟に含まれる整理である旨、補足説明があった。 

   塩尻委員から、安全衛生の管理地域と齟齬があると支障を生じる恐れがある

ので、整合性を図るように依頼があった。 
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   寺村委員から、新設された第５条の３に規定する消防訓練の各部局における

実施形態について質問があり、前田委員から、毎年実施している全学一斉地震

防災訓練に併せて各部局において実施するように依頼があった。 

 

  ５ 第３期中期目標期間の評価スケジュールについて 

      伊東暁委員から、第３期中期目標期間の評価スケジュールについて、資料５に

より提案があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

なお、伊東暁委員から、学生等の評価については３年ごとに実施するか、ＩＲ

コンソーシアムに加盟すると毎年、１年生と３年生に生活実態調査を実施する

ことになるので今後検討したい旨、説明があった。 

 

  ６ 静岡大学アジアブリッジプログラム留学生借り上げ寮規則の廃止について 

      議長から、新静岡国際交流会館が完成し、アジアブリッジプログラムによる

留学生の移転が終了したことに伴う、静岡大学アジアブリッジプログラム留学

生借り上げ寮規則の廃止について、資料６により提案があり、審議の結果、原

案どおり承認した。 

 

 

Ⅲ  報告事項 

  １ 企画戦略会議報告 

      議長から、平成２８年度第１回企画戦略会議（平成２８年４月５日開催）に

ついて、資料７により報告があった。 

    

２ 第３期中期目標・中期計画等について 

      東郷委員から、第３期中期目標・中期計画等について、資料８により報告が

あった。 

   議長から、第３期中期目標・中期計画等を教職員が共有できるように依頼が

あり、東郷委員から、中期計画・年度計画進捗管理システムは第２期中期目標

期間の評価が終了するまで第２期中期目標期間にしているが、いずれ第３期中

期目標期間へ切り替える旨、説明があった。 

     

３ 平成２８年度科研費採択状況（速報値）について 

      木村委員から、平成２８年度科研費採択状況（速報値）について、資料９に

より報告があり、まだ審査中のものがあるため暫定版であり、採択額も含めて

改めて報告する旨、説明があった。 

   塩尻委員から、基盤研究（Ｂ）、（Ｃ）及び若手研究（Ｂ）の採択率がマイナ

スになっているのは研究時間が確保できなくなっているためであり、研究時間

の確保や予算配分を考えていかなければならない旨、意見があり、木村委員か

ら、今後、議論していきたい旨、回答があった。 

 

４ 平成２８年度入学試験実施状況について 

    石井委員から、平成２８年度入学試験実施状況について、資料１０により報

告があった。 

  佐古委員から、アジアブリッジプログラムの実施状況が記載されていない旨、

質問があり、石井委員から、記載するか否か検討する旨、回答があった。 
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  ５ 学長選考会議の審議状況について 

    酒井委員から、学長選考会議の審議状況について、資料１１により報告があ

った。 

 

  ６ 学生生活実態調査について 

    丹沢委員から、平成２７年度に実施した学生生活実態調査について、資料１

２により報告があり、学部別集計結果があるので活用するように依頼があった。 

  議長から、ＩＲに向けて本データを活用するように依頼があった。 

 

  ７ 筑波大学大学院ビジネス科学研究科法曹専攻（筑波大学法科大学院）との遠

隔授業に関する協定について 

    恒川委員から、本学法科大学院と筑波大学大学院ビジネス科学研究科法曹専

攻（筑波大学法科大学院）との遠隔授業に関する協定について、資料１３によ

り報告があった。 

 

  ８ ラジャヒ大学工学部（バングラディシュ）との部局間交流協定の締結につい

て 

    鈴木委員から、本学工学部とラジャヒ大学工学部（バングラディシュ）との

部局間交流協定の締結について、資料１４により報告があった。 

 

  ９ 平成２８年度秋季学位記授与式及び入学式について 

    議長から、平成２８年度秋季学位記授与式及び入学式について、資料１５に

より報告があった。 

  なお、議長から、従前から春季学位記授与式及び入学式については審議事項

としていたが、式次第を変更する等がなければ今後は報告事項とする旨、説明

があった。 

 

Ⅳ  その他 

  １ 遺伝子組換え実験安全講習会の実施について 

東学術情報部長から、遺伝子組換え実験安全講習会の実施について、資料１

６により案内があり、教員も学生同様に受講義務があるので受講するように依

頼があった。 

なお、議長から、受講しない場合の影響について質問があり、東学術情報部

長から、実験ができなくなる旨、回答があった。 

  

  ２ 超領域研究推進本部への新規参画者の募集等について 

木村委員から、超領域研究推進本部への新規参画者の募集等について、資料

１７により案内があった。 

  

  ３ 平成２８年度の「静大フェスタ」について 

丹沢委員から、平成２８年度の「静大フェスタ」について、資料１８により

案内があり、各部局への協力依頼があった。 

   

  ４ 夏季における軽装の励行について 

前田委員から、夏季における軽装の励行について、資料１９により案内があ

った。 
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  ５ 広報誌ＳＵＣＣＥＳＳ第１５号について 

前田委員から、席上配付資料広報誌ＳＵＣＣＥＳＳ第１５号について、案内

があった。 

  

  ６ 熊本県地震災害について 

丹沢委員から、熊本地震に起因する本学学生の被災状況の報告があり、奨学

金や授業料免除等の対応を検討している旨、説明があり、被災学生に関する相

談があれば連絡するように依頼があった。 

前田委員から、国立大学協会からの依頼により輸送可能物資を検討している

旨、参考資料により説明があり、調査等がきたら協力するように依頼があった。 

伊東暁委員から、義援金の取組について質問があり、議長から、今後、検討

する旨、説明があった。 

  

  ７ その他 

○澤渡委員から、科学技術振興機構（ＪＳＴ）へ申請していた女子中高生の理

系進路選択支援プログラムに採択された旨、報告があり、今後の同プログラ

ムの実施に向けて協力依頼あった。 

 

○木村委員から、電子工学研究所の永津雅章教授が、平成２８年度科学技術分

野の文部科学大臣表彰における科学技術賞（研究部門）を、グリーン科学技

術研究所の河岸洋和教授が平成２８年度日本農学賞及び読売農学賞を受賞し

た旨、報告があった。 

                                                             以  上 


